
守っているか らである。緊張のためか、授業の進行

が遅々としてはかどらず、同じ学生を連続して指名

したことも何度かあった。こんな中で痛感したのは、

教師は生徒の心理をよく掴んだ「役者」でなければ

ならぬことであった。則ち、いくら時FHaが なくても

ゆとりを見せ、自然な授業が運ぶように状況を造り

出すことであった。

授業が終ると、批評会があった。これはかなり、

授業をした教生に対 して苛酷なもので、数学では間

違いを教えることは許されないために、授業中での

ミスのためにグループ全体で指導案の書き直しを命

ぜ られたこともあった。

こう書いてくると苦 しみしかないようだが、そう

ではなかった。第 1週が終らた後で開いた慰労パー

ティーは、至極楽 しいものであった。男子が大半を

占める環境 。情報コースにとって、地域 。社会の

hibsche Madchenと 知り合 うには絶好の機会で

あったからである。第 2週目の木曜日には、残念な

がら参加はできなかったが、球技大会があり充分楽

しませてもらった。

以上簡単に回顧したのであるが、たとえ現実に教

師になることができなくなっても、この教育実習は

大学時代の良き思い出と人生への自信につながるも

のと思われてならない。

附属の先生方に感謝をしつつ、

Tschii β, daS Referendarpraktikum/

52年度生 環境科学 原頭基司

教育実習を終えて (国語 )

教育実習について書きたいことは山のようにあり

ます。そこで、今回はおこがましくも実習の心得と

いったことを述べます。国語教育に関する深遠な議

論を期待される向きには予め断っておきます。

<片手に教科書、片手に……>そ う、片手には指

導書といきたいのですが。指導書とは教師用のアン

チョコ。語句の意味、段落の要旨、板書例、試験問

題か ら評価の方法まで懇切丁寧に書いてある本です。

字さえ読めれば、誰でも授業ができます。でも、国

語科では見せてくれません。手元には教科書がある

だけです。全くゼロの状態か ら教案 (授業計画 )を

作るわけです。もう一方の手に持つものはないので

す。
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<精読雨読>担当の単元は数週間前にわかります

から、とにかく精読しましょう。疑間点は納得する

まで調べましょう。そのうち、寝ても醒めても活字

がちらつきます。こうなればしめたもの、授業の一

人芝居でもして楽しんで下さい。

く授業の行も教案から>さ て、福山へ。対面式の

あと、教案作りが始まります。教えたいことはたん

とあるのに、担当時間は 3～ 5時間。その上、 5分

10分単位で教案を組まねばなりません。参考になる

ものといえば、先輩の教案が少々あるだけです。真

似をするしかありません。やっと作って先生に見て

いただくと、みるみるペンディングがつき、やり直

し。 2～ 3回 は書き直しさせられます。多分、OK
の出た教案は最初のとだいぶ違うはずです。なには

ともあれ、授業の準備はできました。でも、その前

に 。

<泥棒は教師の始まり>中高生の万引が増えてい

るからといって、教師もやれというのではありませ

ん。他人の授業を見て、いい点・悪い点を盗むこと

が大切なのです。他人の授業はほんとうにためにな

ります。ただ、悪い点はあまり本人に言わぬように。

下手すると、長年培った友情にヒビがはいりますか

ら。 (反省会では別ですよ。 )

<校時、間少なし>緊張・不安 。期待、使い古さ

れたことばを実感しながら、初授業です。 1校時は

50分。50分の授業を聞くのがいかにだるい作業かは

みなさん御存知のはず。でも、教える方になると、

全く逆です。アレアレという間に終わってしまいま

す。ふと我にかえると、予定の半分 もやっていませ

ん。手はチョークで真白なのに、目の前は真暗。遠

慮なく落ち込んで下さい。

<生徒は神様>で も、生徒はそんな私たちを暖か

く見守ってくれます。気楽にやればいいのです。少

々へまをやった方が生徒にも受けます。どうも生徒

は失敗を期待 しているようなのですから。

<光陰矢の如し>2週間はす ぐに過ぎます。もっ

と福山にいたいと思うはずです。帰ってもしばらく

は、あれこれ思い出してはニヤニヤ。牛になってし

まいます。気がつけば、 7月 、採用試験が目の前と

なっているでしょう。

教育実習は、教育職員免許法施行規則に定められ

た 2単位でしかありません。これだけのことと開き

直るか、プラスアルファを求めるかはあなた次第で

す。言い換えれば、自分が教師に向くか、本当に教

ヽ
_
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師になりたいのかを知る絶好の機会なのです。相当

の覚悟とお金を忘れないで下さい。

49年度生 地域文化 中井良幸

生 徒の反 響 は… …

きんちょうとあこがれ

1学期の半ばごろから、教育実習の先生が多数来

られました。ちょうど、入学してからだいぶたった、

中だるみの出ているようなこのころに、もう一度、

きんちょう感が出てきました。

私達 1年生にとって、このように多勢の教育実習

の先生が来 られるというのは初めてのことなので、

不安、期待、きんちょう感のいりまじったような心

持ちでした。

ところが、いざ先生が来られてあいさつをかわし

たあとは、そのような気持ちは、なくなってしまい

ました。それどころか、若い先生方が来 られたおか

げで、学校内も明るく、新鮮になったような気持ち

さえしました。

教育実習の先生には、組担任の先生と、科目のみ

担任の先生がおられましたが、私は特に、科目担任

の先生 (総合科学部 )の方が印象に残っています。

家庭科、体育、理科、社会などの教科を教えてい

ただきましたが、その中で、特に授業の様子などの

かわったのは、理科でした。

今までと、ノー トのとり方、要点の話 し方などが、

全 く異なり、あわてはしたけれど、 1人 1人 の先生

の授業は、感 じこそちがいましたが、とても受けや

すかったです。

理科の先生の中に、女の先生が 2人ほどおられま

したが、その先生方が、とてもすきでした。理科で

女の先生というのはあまり多くいませんので、その

ように感 じたのも 1つの理由でしたが、もう1つは

というと、私自身も少なからず、あこがれていたか

らです。

とにかく、初めての教育実習の先生方でしたが、

多くの印象を受けました。教育実習の先生を見て、

自分も先生になろうと決めた人が多くいると聞いた

ことがありますが、なるほど、わかるような気がし

ました。まだ 1年生なので、将来までは決めないま

でも、この多くの先生方が私達にえいきょうをあた

えてくださったことは事実です。

9月 に又、教育実習の先生が来られるそうですが、
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多くの先生が来 られるのを、楽しみにしています。

又、新しい先生がこられて、自分もそれなりに新し

いことを 1つづつ、つかんでいくということを望ん

でいますが、私に新鮮な考え方をもたせて下さった、

理科の先生に、もう一度、会えることを願っていま

す。

広大附属福山中・高等学校

1年 C組 梶山直美

人間を教育する人々

一―教生の方々に望む事 ――

毎年新 しいクラスの雰囲気づくりに欠かせないの

が、教育実習生の存在です。教生の皆さんは、私達

と担任との橋渡しをしてくれるので、先生に直接言

いにくい相談も教生になら気軽に持ちかけることが

できました。私達にとって身近に感 じられたのは、

年令が接近しているからでしょうか。授業でも 5、

6月 といえば先生の授業のペースや リズムに慣れて、

眠 くなる人も多い頃ですが、みんないつもと違う授

業に張り切ってのぞんでいたように思います。

私達のクラスは、総合科学部の世界史や化学の教

生に、教えて頂きました。最初はやはり緊張するせ

いか、適当な言葉が見つか らなくてとまどったり、

同じところを何度もやったり失敗されることもあり

ましたが、 2時間目3時間目ともなると、スムーズ

に和気あいあいと授業が進みました。どの教生の授

業も楽しかったのですが、ただ楽 しくおもしろいだ

けでなく、とてもわかりやすかったのは助かりまし

た。何と言ったらよいのかわかりませんが、自分の

持っている知識をどうにかして私達に伝えようと、

前の晩もろくに眠 らないで指導案をつくられる姿を

見てとてもうれ しく思い、感激 しました。

教育実習のころになると、なぜか自分も教師にな

りたいと思 うのは、教生が来るたびに人間を教育す

ることの大切さやすばらしさをひしひしと感 じるか
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らです。だから自分もそんなすばらしいことが出来

た らいいなあと思うのです
`

私は今
｀
人間を教育する

｀
と簡単に言ってしまい

ましたが、実際はそんな生易しいものではなく、も

しかすると人の生き方まで変えてしまうくらい重大

なことだと思います。ですか ら、それを承知でこの

道を選ばれた教生の皆さん、えらそうなことを言 う

と思われるかも知れませんが、どうか、人間 らしい

心を持ったたくさんの生徒が、いつも回りをとり囲

んでいるような、そんな先生になって下さい。応援

しています。

広大附属福山中 。高等学校

.     五年生 横溝珠実

総合科学部教育実習 (社会科の場合 )について

総合科学部の教育実習生は、概して熱心で意欲的

で、わからない事を率直に聞いてくる者が多く、私

は大変好感をいだいている。又、実習の後や就職 し

てからも交流を続けている人達もいて、私自身もっ

と頑張 らなくてはと、大きな励みになっている。実

習が始まってからの態度が非常に熱心であるだけに、

実習前の準備の不足や意識の不足が惜 しまれる。

以下、実習前の準備、実習中の態度、施設の問題

点について所感を述べたいと思う。総合科学部生へ

の期待が大きいために要求度が高 くなることをお許

しいただきたい。

1 実習前の準備

総合科学部生の教育実習オ リエンテーションは 1

ケ月前に行なわれる。その際には実習時に担当する

単元が知らされ、「教育実習の手引き」が渡される。

それなのに、実習が始まって初めて、その単元の

教材研究を始め、手引きをあわてて読む者が少なく

ない。

1ケ 月前にオ リエンテーションがあるのは、実習

生としては極めて恵まれている。普通は、実習が始

まってか ら授業をする単元を指示されることが多い

のである。 1ケ月前に指示するのは、たとえ実習生

が行 う授業でも、生徒にとっては先生か ら教わるこ

とに変わりはなく、それだけにやり直しのきかない

貴重な50分間だからである。教師という職業は、見

習い期間のない、極めて厳 しい職業であることを自

覚して実習に臨んでいただきたいと思う。十分な教

材研究がなければいくら良い授業を構成しようとし
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てもできないとこれは現場に出てか らも同様である。

短い実習期間中には、授業の構成理論や板書等の

技術的な事、視聴覚機材の利用の仕方他を指導する

のが精一杯であり、内容にういては本人が理解でき

ていない限り、指導の限界がある。従って、オ リエ

ンテーションか らの 1ケ 月間、いろいろな書物で教

材研究をしておいていただきたい。更に、自分で大

まかな授業の構想ができあがっていれば、どんな参

考文献を用意したらよいかも見当がつく筈である。

私が受持った実習生の中に、この 1ケ月の準備期

間中にグループで模擬授業をやって臨んだ人達がい

た。実習の当初からかなり鋭い質問が出され、中味

の濃い実習であった。私自身も彼らの熱意に応えよ

うとすると、かなり勉強しなくてはならず、大変で

あったが、忘れ られない2週間であった。教育とい

うのは熱意と誠意が相手の熱意と誠意を引き出す、

この相互作用なんだな、と尽々思ったものである。

ところで、実習生は 3年生の段階で「教科教育法」

の講義を受けなくてはならない。この「教科教育法」

では、教科の目標、各科目の目標や関連性、授業構

成の理論など実際に授業する際に直接関係する内容

を学ぶ。従って実習の始まる前にはもう一度、この

講義ノー トを見直しておいてほしい。「教科教育法」

に積極的に参加していたか否かは、実習時に大きな

差を生んでいるようである。

3年生の段階で、なるかならないか定かでない教

職科目に強い関心を持つことは難しいのかもしれな

いが、教育はその相手が成長期の人間であるからこ

そ、いい加減な気持ちで実習に臨んでいただきたく

ないと思 う。

今年度の実習後、 4年生が 3年生に報告会をしよ

うと呼びかけたところ、 1人も集まらなからたとか。

4年生が体験 した苦労とその一方で得た大きな感動

を伝え、来年度の実習がより実り多いもQと なるよ

うにと考えた企画だったのに残念なことだと思う。

誰よりも計画した 4年生の失望は大きかったことだ

ろう。

2 実習中の態度

総合科学部の教生は、短い実習中にできるだけ多

くのことを学びとって帰ろうと、意欲的に取りくむ

者が多いので、教官も熱心にならざるを得ない面が

ある。グループによっては反省会が 7時 すぎに及ぶ

ところもあり、 2週間の間に見違える程に成長して

帰る者がいる。

ヽ

-12-



: それに.対 し、多≦の熱意を持った実習生に応える

ために、指導す.る 教官の側‐も、教科内である程度の

指導基準や評価基準等を決めておくことが必要であ

ろうと考えている。

ところで社会科は、中学校では分野に、高等学校

では科目に別れており、それぞれ専門の分野に対す

る深い教養が要求される。中でも日本史や倫翠社会

は、深い学問的基盤がなくては教える段階には至ら

ない。その点総合科学部生は、学部の性格上、この

2科目の実習生に教材研究不足が目立 った。 しかし

一方、地理や昭和57年度より登場する「現代社会」

等のように、専門知識に加えて広い視野か らの考察

が要求される科目では、学部の特性が生かされるの

ではないかと考える。ただ、どの科目を受持つこと

になっても、何のために社会科を勉強するのか、そ

の科目 (ま たは分野 )の学習を通してどのように社

会科の目標を達成 しようとしているのかを常に認識

しておくことが必要である。

また、学校では生徒に対しては教師であり、教官

に対しては実習生である。従らて、社会人としての

マナーを心掛けることも必要であろう。例えば気持

ちよく挨拶をする、早く来た者が窓を開ける、時間

を守る、自分の所持品を整頓して管理する。最後の

者は場呑やス皿を片付け窓をしめる等。各教科の準

備室は年徒の出

^り

すぅ撃官室で|っ て控室で,事
な

い|とを認識しておしヽてはししヽ
`.こ

のよ|う
なマ

'|に申する事が
'ら

1ま :なかなか正面からは言われなぃ
ことだが、大切なことだと思っている。

3 研修施設

総合科学部生の教育実習の特色の 1つは、実習校

が大学か ら遠く離れているために合宿をせざるを得

ない点ではないだろうか。

学校での実習が終わると、教科・科目の異なった

各実習生が同じ宿舎に戻 り、互いに 1日 の、実に多

くの体験を語り合い、教育観をたたかわせる。他の

実習生の言葉か ら得た新しい視点をもりこみながら

次の教材研究にいそしむ。場合によっては模擬授業

を行ない、仲間の指摘により授業の展開に更に工夫

を加える。など、各自の家や下宿から通っていたの

ではとうてい得られない効果がある。

しかし、現実にはその施設が不備であるために十

分な効果があげられないで、実習生の経済的な負担

や健康面での無理が生 じている。例えば、民間の旅

館にかなりの経費を支払って宿泊したり、狭い部屋
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に数人が同居 .さ せられた結果、教材研究も睡眠も十

分にできなかったりしている。連 日の睡眠不足を気

ヵで乗り越えようと頑張 |っ ている実習年を見ると胸

がいたむ。             |
先に述べたような合宿の効果が生かせて、教育実

習をょり寒り多き、のこできる、実習生のための研

修施設が整えられればと思う9

広大附属福山中・高等学校教諭 竹之内‐子

終了の辞に代えて

一―教えること残 び 二

この福山分校にやって来る前に、私は大学の先輩

方に教生生活の実態がどんなものなのか、聞いてま

わりました。それは、教生生活に対する不安があっ

～
ためと思います.‐レo)レ |ずら、朱輩方?話奪軍

いていると、どうやら苦しい経験や失敗等も過ぎて

しまえば全て楽しい′思い出となるようなのです。

・っまり、「教生はどうでしたか?」 と聞けば、

「良からた良かった」とか、「楽しかったよ」と返

ってくるのです。そうして、「授業はうまくできま

したか ?」 という質問には、「失敗したこともある

が、なんとかうまくできるよ。最初は思い通りにで

きなくても、 2週間目ともなると自分なりの授業が

できるようになる」というのです。こういう話を聞

いていると、自分にも何か良い授業ができそうな気

がしてくるから不思議です。

しかしながら、実際の教生生活はそんな甘いもの

ではありませんでした。初めて登校 して以来、毎日

毎日が授業の事で頭が一杯で他に何もできない始末

でした。特に自分が授業をする前日等は、教案を書

いたり予備実験を したり、挙旬のはてには、同宿の

仲間たちを集めて模擬授業をしたり、それでもまだ

安心できなくて、何度も何度も自分の教案を読み直

したりで徹夜に近い状態でした。それでも実際の授

業は仲 思々い通りに出来ず、時間が足 りなくなった

り、逆に時間があまり過ぎたり、間違 ったり、大切

なことを言い忘れたり………。しかし、そうした中

で私たちは身をもって教えることの難しさ、使って

しまった一時間一時間の貴重さを知ることができた

のです。そして自分の授業を一回一回経験 して行く

うちに、ますます責任を感じ、ますます慎重 に授業

に取り組むようになりました。同時に徐々にではあ

りますが授業の仕方にも慣れ、教案の書き方も手際

よくなって、授業に対する余裕も持てるようになり、
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各々いろいろと工夫をすることもできるようになら

たのです。

こうして私たちは、教えることの喜び―一それは

ほんの一端ではありましょうが 一―を知ることさえ

できたのです。

私たちにとって、この福山での経験は、これから

の人生の中で大きな糧となることと思います。そし

て私たち自身、大学に戻 りましたならばt後輩に対

して、「教生生活は非常に有意義であった、楽 しか

った。」と言うことでありましょう。今、教生 とし

ての生活を終えるにあたり、この様に思うことがで

きますのは、こちらの先生方、職員の皆様、それか

ら大学の関係された先生方、宿舎その他手続きの世
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話をして下さった大学職員の皆様のおかげであると

心か ら感謝 しております。それと同時に、へたくそ

な私たちの授業を最後まで熱心に聞いてくれ、時に

は助け舟さえ出してくれた生徒の皆 さんの協力があ

ったればこそと思います。皆さん本当にありがとう。

私たちは本校での経験を立派に生かして良い教師そ

して社会人となることをお約束して、皆さんに対す

るお礼の言葉にかえさせていただきたいと思います。

それでは、また会う日までさようなら。

全ての教生を代表して

52年度生 環境科学 平岡耕一

◆もう1つの総科◆

大阪府大総合科学部を訪ねて≒

総合科学部―― この名称をもった学部が広大の他

にもう1つだけある。それを知って極単純に興味を

覚えた。その規模 。内容 。広大総科との相違など。

こうして 7月 の末、私は単身大阪へのりこみ、梅田

駅で同じ編集委員のO氏 と落ちあった。その夜は0

氏宅に泊まり翌日の計画を話 し合ったのである。

明けて 7月 26日 、快晴には程遠い雲の多い朝にO

氏と共にO氏宅を出発し、まず難波駅で事前に連絡

しておいた筆者の高校時代の友人で現在大阪府大総

科 1年生のY氏 と合流した。久々の再会で話がはず

む一方、0氏は多少疎外を感 じてダレ気味であった。

電車で約 1時間そんな調子で電車は目的の駅に着い

た。そういえば、筆者は阪急の自動改本L口 の通過の

しかたを知らず、少なか らず困惑したのであった。

「ふ一ん、ああして通るのか」と感′らヽしなが ら10分

程歩 くと大阪府大へ到着した。白鷺門を入ってすぐ

その名前ばかりの広大とはあまりにかけはなれた広

大さに感激 し、人影少なく緑多き府大キャンパスに

吸い込まれていった。Y氏に総合科学部 1号館、同

2号館を案内してもらった。府大総科には学生会と

よばれる組織が存広 し、主に学部と学生とのパイプ

役をしていて、極めて両者にとって有機的に活動し

ているそうである。 しか し我々の学生研究室に相当

する学生会室は全学年共有であるのにかかわらず、

白 鷺 門

非常に狭 く、主に役員だけのものであり、我々のよ

うに恵まれているわけではなかった。事前の連絡を

怠ったためにその日は大学見学とY氏との意見交換

のみにとどまり、後 日学部長に質問状を送ることを

決め、 3人は学食へ行って「府大 ランチ」を食べた。

ボリュームは満点であった。

さてここで府大総科の概要を記そう。

O定員  60名
0コ ース

・ 日本文化 コース

日本国民の実生活から生れ、推移発展し、また中

国をはじめとする東洋諸国及び欧米との交流により、

絶えず新 しい変化を遂げてきた日本文化を個別的、
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